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豊臣秀長ってどんな人？
　農民から天下統一を成し遂げた兄・豊臣秀吉の影に隠れて、これまでは
日の目を見なかった弟・豊臣秀長。秀長は天文9年（1540）に尾張国（愛知
県）で、秀吉の弟として生まれたとされます。元々は武将になる気はなかっ
たといわれていますが、秀吉が織田信長の家臣として頭角を表すにつれ、
兄とともに信長の家来となりました。それ以来、秀吉の右腕として、時には冷
静な諌め役として、軍事・政務の両面で天下統一を支えました。
　人柄も温厚で人望も厚く、「もしも秀長が長生きしていれば、豊臣の天下
は安泰だった」と唱える人も多い実力者。秀吉が心を許せる数少ない人物
のひとりで、四国攻めでは病床の秀吉に代わり、総大将として平定するな
ど、戦国武将としての能力は極めて優秀です。
　兵庫県北部・但馬との関わりは、但馬平定戦で但馬国の守護大名であ
る山名氏を降し、但馬の経営を任せられたことに始まります。竹田城代、有
子山城主となって但馬の安定に力を発揮しました。秀吉の陰に隠れがちで
あった秀長が一人前の武将として活躍し始めるのが、但馬及び山陰道の
平定であり、この経験が後の秀長にとって大きな糧になったといえます。

秀長の但馬・山陰道平定の足跡
西　暦

1540年
（天文9）
　

1569年
（永禄12）

　
1573年
（天正元）
1576年
（天正4）

尾張国愛知郡中村（愛知県）に、豊臣秀吉の弟
として生まれたとされる。いつ頃からは不明だが、
兄とともに織田信長の家来となる。
但馬出兵。毛利氏からの要請で、信長は秀吉らを
但馬に派兵。秀長も奮闘し、此隅山城など17、18
あったとされる城を攻略して、生野銀山も制圧。
秀吉が浅井氏の小谷城を攻め落とした功により
長浜城主となる。秀吉の浅井氏攻略を支える。
秀長の右腕となる藤堂高虎が家来となる。以後、
但馬平定戦など、生涯に渡り主従関係が続く。

1577年
（天正5）
1578年
（天正6）

1580年
（天正8）
　

1581年
（天正9）

第1次但馬攻め。播磨国から一軍を率い、まずは
岩州城を攻略し、次いで竹田城を攻め落とす。
竹田城代となり、城の改修を指示する。
明智光秀の援助のため、丹波国の黒井城攻めに
参戦。翌年信長の命により、丹波国へ攻め入る。
第2次但馬攻め。奪還された竹田城を再び落とし、
但馬守護・山名氏の本拠地、有子山城を攻略。
但馬国の統治を任され、有子山城主となる。
鳥取城攻めに従軍。山陰道の平定に貢献する。
その後、賤ヶ岳の戦いで活躍、但馬・播磨を拝領。

関  連  事  項 西　暦 関  連  事  項

秀吉の天下取りを支えた名脇役

元々、織田信長の家来になった時は、木
下小一郎長秀と名乗っていました。天正
12年（1584）頃、「秀長」に改名したとさ
れ、これは小牧・長久手の戦いにより、秀
吉が信長の後継者として揺るぎない地
位を築いたことから、当時の慣例として
主君の名を上に持ってきたと考えられて
います。秀長となったのは亡くなるまで
の7年ほどで、当時の人にとって「長秀」
の方が親しみがあったかもしれません。

元々は「長秀」だった！？
派手好きで知られる兄の秀吉と違い、
秀長は実直な人柄で知られています。
晩年には寺社の力が強かった大和国を
任せられますが、大きなトラブルもな
く、実務能力も大変優れていました。秀
吉にとりなしてもらうため、大名も秀長
を頼りました。秀長が亡くなった際、居
城であった大和郡山城には大量の金
銀、銭、米が備蓄されていたと伝わり、堅
実な人柄を物語ります。

コツコツと貯蓄が趣味！？

やぶ市観光協会
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浜坂観光協会
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秀長が城代となった竹田城跡（朝来市）

有子山城（豊岡市）は秀長の命により、
石垣の城へと改修された
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竹田城攻めの際の
兄・豊臣秀吉発給の制札

朝来市の法宝寺に残る制札は、室尾寺（廃
寺）が資金を捻出して、豊臣軍の略奪から
寺や身の安全を買い取ったもの。室尾寺
があった場所近辺に但馬攻めの陣所が存
在していた可能性が高いとされます。

豊臣兄弟ゆかりの人々 戦乱の世を
駆けた戦国武将

秀長の重臣として支えた築城の名手

藤堂 虎高

　藤堂高虎は、近江国出身の戦国武将で、関ヶ原の戦
いで徳川家康に味方し、最後は伊勢国の津城主として、
32万石の大名になりました。高虎は生涯に7度も主君を変え
ていますが、秀長には21歳で仕えてから秀長が亡くなるまで忠義を
尽くしており、信頼していたことがうかがえます。但馬平定戦でも活
躍し、毛利軍に味方した「小代一揆」の軍勢と激戦を繰り返しまし
た。天正9年（1581）、鳥取城攻めでは羽柴秀長の有力武将として活
躍した功績により、養父市大屋町付近で3千石が加増され、地元の
有力者・栃尾祐善の媒酌で、中野村（香美町香住区）の女性と結婚
しました。鳥取城攻めの道中で、秀吉が大屋に立ち寄ったという伝
承も残っています。また、有子山城（豊岡市）の石垣整備にも関わっ
たともされ、築城の名手としての才能をこの頃から発揮していたこと
が想像されます。但馬平定戦は高虎出世の糸口となった出来事で、
ゆかりの養父市大屋町加保には記念碑が建てられています。

秀吉から弟・秀長と同格と称えられる

黒田 兵官 衛

　秀吉軍の名軍師として、天下統一に大きく貢献
した黒田官兵衛は、播磨国出身の戦国武将で
す。秀吉の中国平定戦では、居城であった姫路
城の本丸を提供するなど、播磨国の平定に尽力

しました。その活躍ぶりから、「お前は弟の小一郎
（秀長の別名）と同じように心安く思っている」と書か

れた秀吉からの書状も残っています。秀長と並んで秀吉軍の
最重要人物として重用されました。秀吉が秀長を但馬平定に送り
出せたのも、官兵衛の存在が大きかったかもしれません。

秀長の後任として竹田城代を務める

桑山 晴重
　実務型の戦国武将として活躍した桑山重晴。織田信長の重臣
であった丹羽長秀や豊臣秀吉に仕え、その後、秀長の配下となっ

て、重臣として支えました。秀吉が柴田勝家と織田
家の覇権を争った賤ヶ岳の戦いでは、砦の1つ

を守るなど奮戦し、戦後、秀長が但馬・播磨2
カ国を与えられて姫路城に移ると、竹田城に
は重晴が城主として任じられました。その後、
秀長の出世とともに、和歌山城主に任命され

るなど重要拠点を担い、信頼を置かれました。

秀長とともに山陰道の平定に貢献

宮部 潤継

　近江国出身の武将で、秀長とともに但馬平定戦
に尽力しました。秀長が播磨へ帰還した際は但馬
の指揮を任せられるなど、秀吉軍の山陰道方面の責
任者として、後の鳥取城攻めでも活躍しました。但馬平
定後は、城崎を「豊岡」と改名して豊岡城主となり、現在の豊岡市
の礎を築いたとされます。地元の御霊神社は善政を布いた継潤を
守護神として祀り、今でも地域の人に愛されています。

　奈佐日本之介は、現在の豊岡市津居山港周辺
を根拠として水軍を率い、毛利氏に味方しました。
同じく、毛利氏の傘下に入った新温泉町の芦屋城
主・塩冶高清とともに、織田信長に反旗を上げ、秀吉
から海賊衆・山賊衆として恐れられました。その後、但馬
を追われた2人ですが、鳥取城攻めでは、丸山城に日本之助、
雁金山城に高清が入り、最後まで秀吉軍に抵抗しました。

秀長が光秀の丹波攻めを援助

明智 秀光

　戦国随一の智将として知られる明智光秀。織田信長の家臣団で
秀吉と双璧をなし、出世を争ったライバルといえます。本能寺の変は
戦国時代最大のミステリーとされ、謎多き人物です。信長から丹波
国の平定を命令された光秀。第１次丹波攻めでは、黒井城主・赤井
直正の攻勢に合い、一度は撤退しますが、2度目の戦いでは、見事、
丹波を平定して信長から激賞されます。秀長は竹田城代だった際

に、黒井城攻めに援軍として参加し、光秀の丹波平定
を助けました。その後も秀長は信長の命により、丹

波北部へ攻め入るなどして活躍。信長や光秀に
とっても、秀長は頼りになる武将だったといえます。

藤堂高虎が手がけたとされる有子山城の石垣（豊岡市）
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豊臣氏関係図

豊臣 秀長
（1540 - 1591）

温厚・堅実な
秀長の人柄

とうどう たかとら
（1556 - 1630）

くろだ かんべい
（1546 - 1604）

くわやま しげはる
（1524 - 1606）

みやべ けいじゅん
（1528 - 1599）

あけち みつひで
（1528？ - 1582）

なさ にほんのすけ

0796-22-8111
0796-32-3663
0796-47-1080
0796-45-0800
0796-52-4806
0796-54-0500

079-674-2120
079-679-2222

079-663-1515
079-667-8535
079-660-2024

0796-36-1234
0796-94-0123
0796-97-2250

0796-82-4580
0796-92-2000

豊臣軍を悩ませた海賊衆と山賊衆

奈佐 本之介日
塩治 清高

えんや たかきよ 

※イラストは全てイメージです。

大屋

養父

豊
臣 

秀
吉

徳
川 

家
康

と  

も
あ
さ
ひ

茶
（々
淀
殿
）

寧
（々
ね
ね
）

三
好
吉
房（
弥
助
）

鶴
松

秀
頼
　
国
松

秀
忠
　
千
姫

木
下
弥
右
衛
門

な  

か
竹
阿
弥

豊
臣 

秀
長

秀
次

秀
勝
・・・

秀
保

※

※
秀
長
の
出
生
に
つ
い
て
は

　
同
父
弟
説
と
異
父
弟
説
が
あ
り
ま
す
。

法宝寺所蔵（朝来市指定文化財）
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	S18640_ページ_2.jpg.pdf
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	S18640_ページ_4.jpg.pdf

	7.pdf



